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1. はじめに 

DevOpsは、開発（Development）と運用（Operations）を組み合わせた語です。その名が示すと

おり、DevOpsはソフトウェア開発（Dev）とITの運用（Ops）を共に進めるソフトウェア開発手法

です。DevOpsがめざすのは、システム開発のライフサイクルを短縮しながら、ビジネス目標に沿っ

たより良いソフトウェアリリースを、より速く、より安く、高い頻度で提供することです。そのアプ

ローチは、3つの重要成功要因（CSF）をカバーしています。その3つとは、文化の変化、プラクティ

スとプロセスの改善、自動化テクノロジの活用です。 

業務に対するDevOpsアプローチは、いろいろな組織で成功を収めてきました。そのため、

DevOpsに精通した人材を求める組織の数は増加の一途をたどり、業界を超えて、その人材の獲得競

争が起きています。組織が求めているのは、文化を変え、DevOpsの環境で快適に働き、多数のテク

ノロジやツール（いわゆる「ツールチェーン」）を使いこなして、コーディング、ビルド、テスト、

パッケージング、リリース、構成、モニタリングなどのプロセスをマネジメントできる人材です。 

日々進化しているこの状況の中で、PeopleCertはDevOpsの資格を設計しました。この資格は、多

くの組織が直面しているスキルギャップを解消し、ビジネス目標の実現をサポートすること、そして

コミュニケーション、標準化、コラボレーション、自動化を向上させて、高品質なソフトウェアプロ

ダクトをより良く、より速く、より低コストで提供することを求める市場のニーズを反映したもので

す。  

このニーズを反映するため、PeopleCertのDevOpsの資格は以下のような構成をしています。 

• PeopleCert DevOpsファンダメンタル（Fundamentals）：14～18時間のトレーニング 

受験者は、15の基本プラクティスを通して、効果的なDevOpsを提供する方法について実践的な

ガイダンスを得ることができます。これは、確立されたITSM（ITサービスマネジメント）に特

に関連しています。 

• PeopleCert DevOpsリーダーシップ（Leadership）：14～18時間のトレーニング 

受験者は、DevOpsのプラクティスの導入を主導する方法や、より良いコラボレーションとコミ

ュニケーションをめざすための文化の変化を達成する方法について、ガイダンスを得ることがで

きます。 

• PeopleCert DevOps エンジニアリング（Engineering）（近日発表） 

受験者は、自動化ツールの使用方法や、これらのツールがどのようにDevOpsの文化とプラクテ

ィスをサポートするかについての実践的なガイダンスを得ることができます。 

 

PeopleCert DevOpsファンダメンタル（以下、ファンダメンタル）認定は、受験者がDevOpsの

原則とプラクティスに関する知識とスキルを構築するために必要となる基本的な知識をカバーしてい

ます。さらに、PeopleCert DevOpsリーダーシップ（以下、リーダーシップ）認定は、DevOpsに

関するより高度なスキルとプラクティスと知識をカバーしています。   

これらのスキルの基礎となる知識体系は、PeopleCertがATO（Accredited Training Organization：

認定教育機関）に提供した公式コースウェアで紹介しています。コースのシラバスの主な目的は、

DevOpsに携わる人々の認定に必要な基本事項を紹介することです。シラバスは、この資格に関する

学習によって得られる成果を文書化し、これらの成果が特定の資格レベルで達成されていることを証

明するために、受験者が満たすべき要件を示しています。 
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2. PeopleCert DevOps リーダーシップ認定 

2.1. リーダーシップ資格の目的 

リーダーシップ資格の目的は、受験者がDevOpsの基本的なスキルについて十分な知識と理解をも

っていること、そしてDevOps環境のメンバと共に、またはそのメンバのリーダーとして、これらの

スキルや知識を分析し、適用して、効果的に仕事ができることを確認することです。PeopleCert 

DevOps ファンダメンタル（以下、ファンダメンタル）資格が、このリーダーシップ資格の前提条件

になっています。 

 

2.2. 対象となる受験者 

リーダーシップ資格は、PeopleCert DevOps資格のスキームの２番目のレベルとなっており、

DevOps環境の有能なリーダーになりたい人を対象としています。受験者には、DevOpsの用語、原

則、ツール、プラクティスについてしっかりとした知識と理解をもつこと、および効率的かつ効果的

にツールを使いこなす応用力があることを示すことが求められます。また、この認定は個人として認

定を求める受験者にも対応しています。 

この認定の資格保有者は、リーダーレベルの知識をもち、さまざまなツールを活用するDevOpsリ

ーダーシップのプラクティスをしっかりと理解して、それをDevOpsのプラクティスに関わる日常業

務に適用できることを証明されます。 なお、この前提となる基礎レベルのスキルと知識は、

PeopleCert DevOps資格のスキームのファンダメンタルレベルでカバーしています。 

 

3. 学習目標 

リーダーシップレベルのコースで受験者が学ぶことは、DevOpsのリーダーが、DevOpsの変革を

明確化し、計画し、アプローチし、さらにその結果を検証し、維持するために使用するコンセプト、

用語、原則、ツールです。さらに、DevOpsのフルスタックアプローチを組織にどのように導入し、

実行していくかを学びます。それと同時に、現代の企業がDevOpsのリーダーシップを必要とするの

はなぜか、そして価値の提供とどのように整合させていくのかを理解します。また、スクラムの方法

論、人と文化の意味合い、組織にDevOpsを適応させるために使用するプラクティス、プロセス、自

動化、テクノロジについても学習します。 

リーダーシップ認定の資格保有者は、次に示すようなDevOpsの知識と理解と実際的な応用力を実

証することができます。 

• リーダーシップとは、そして DevOps におけるリーダーシップとは 

• DevOps の変革によりどのように組織を導くか 

• DevOps の緊急性を浸透させる 

• ビジネス目標を明確化し調整する 

• 変革のビジョンと戦略を構築する 

• 不可欠なステークホルダを特定し動かす 

• 自己組織化された文化と機能横断型チームを導く 

• フィードバックを集め、伝えて、組み込む 
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• バリューストリームを横断するフローを可能にする 

• 作業をイテレーションに分解して学習と経験を加速させる 

• 継続的デリバリへ向かって導く 

• 継続的改善の文化を導く 

• イノベーションへ向かって導く 

• 組織の対障害弾力性と持続可能性を向上させる 

 

3.1. 資格スキームレベル 

上記の学習目標を通して、受験者は以下に示した分野に関連する知識とスキルを実証します。 

主要トピック 

DevOps のリーダーシップの紹介 

価値の提供へ向けた DevOps の変革の明確化と調整 

DevOps の変革の計画とアプローチ 

DevOps のフルスタックのエンゲージと実行 

DevOps の変革の結果検証と維持 

 

4. リーダーシップ試験 

リーダーシップ認定試験は、受験者が上記のようなDevOpsリーダーシップの原則の知識をもち理

解しているかどうか、また、現代の企業の実際の現場で、これらの知識をどのように応用し、分析し

て、DevOpsの変革を支援することができるかを検証できるように設計されています。 

リーダーシップ認定試験では、学習レベルの違いに関するブルームの目標分類学1（Bloom's 

taxonomy）の認知領域における以下の4つのカテゴリに焦点を当てています。 

• 知る 

• 理解する 

• 応用する 

• 分析する 

 

4.1. 評価アプローチ 

リーダーシップ認定で使用する評価アプローチは、「知る」「理解する」「応用する」「分析す

る」の4つの基本的な分類に焦点を当てています。 

 
1 ブルームの目標分類学では、認知領域における学習を「知る、理解する、応用する、分析する、評価する、創造する」の 6

つに定義している。これらのレベルを、単純なものから複雑なものへと連続的に積み上げていく。6 つ目の学習レベルを達成

するには、そこまでの 5 つのレベルを確実に習得していることが必要とされる。 
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「知る」は、事実から理論にわたって、以前に学習した内容を思い出すことと定義されます。これ

は、認知領域の中で最も低いレベルの学習成果を表すものです。 このような学習成果について、以下

のことを知り、それを思い出すことを評価目標としています。  

• 共通の および/または 基本的な用語、定義、コンセプト、原則 

• 具体的なプロセス 

• プロセス、手順、プロジェクトマネジメント手法 

「理解する」は、理解度の中で最も低いレベルであり、その過程での解釈、変換、推定などの要素

を含め、教えられた教材の意味を把握する能力を必要とします。 このような学習成果や評価目標は、

単に情報を思い出すだけではなく、以下のことも含まれます。 

• 事実、コンセプト、原則の理解 

• 教材の解釈（コード、図、グラフ、文章、ダイヤグラムなど） 

• 使用するプロセス、手続き、手法の正当性の理解 

「応用する」は、受験者がもっている知識と理解を組み合わせて、抽象化できるようになることが

求められるレベルです。より具体的には、受験者がもっている知識と理解を応用して、抽象化したも

の、一般的な原則、あるいは手法を具体的な状況に適用することが期待されています。このような学

習成果や評価目標は、単に情報を思い出すだけではなく、以下のことも含まれます。 

• 新しい、具体的な状況下で、アイデア、原則、理論を使用する 

• 与えられた状況下で、適切な方法やツールを選択する、原則を適用する、特定のアプローチ

を使用する、あるいは選択肢を識別することができる 

• 学んだことを新しい状況に適用する 

• ルール、手法、コンセプト、原則、理論を適用する 

• この分野の学習成果は、「理解する」以下のレベルよりも高度の理解を必要とする 

「分析する」は、「応用する」を超えるレベルであり、受験者が情報を構成要素に分解し、その組

織構造を理解し、推論することができるようになる必要があります。より具体的には、受験者が情報

を分解し、識別し、図示し、検出し、区別し、説明できることが必要です。これらはすべてこの学習

レベルで重要な作業であり、これまでの「知る」「理解する」「応用する」レベルを含みます。この

ような学習成果や評価目標は、単に知り、理解し、分析するだけではなく、以下のことも含まれま

す。 

• 問題を分析するために使用できるパターンを見分ける 

• 因果関係を見極める 

• 推論を行う 

• 一般化の根拠を見出す 

• 部品を特定し、部品間の関係を分析し、その組織構造の原理を認識する 

評価は、上記の認知領域のカテゴリに対応した評価目標を使用しているため、これらの学習成果が

組み込まれています。  
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4.2. 合格基準とトレーニングの要件 

この試験では、受験者が前提資格としてファンダメンタル認定の資格を保有していることが必須で

す。トレーニング要件はありません。 

リーダーシップレベルの資格を得るために、受験者は、DevOpsリーダーシップの基本的な用語、

原則、プロセス、プラクティスの知識と理解があり、現代の企業の実際の現場で、これらの知識を応

用し、分析して、DevOpsの変革を支援することができることを実証できなければなりません。ま

た、受験者は、PeopleCert認定トレーニングパートナーによる認定トレーニングを受講することが推

薦されています。 

 

4.3. 試験の実施形式 

リーダーシップ試験の実施形式の詳細は、以下の表のとおりです。 

試験配信 コンピュータ （オンライン監督付きまたは教室） 

出題形式 多岐選択問題 20問 

各問とも正解を１つ選択します。 

試験時間 1時間（60分）  

母国語以外で受験する場合や障害をもつ受験者の場合は、30

分の追加時間が認められています。 

合格基準 70% （20問中14問正解） 

試験監督 あり 

在室の監督員またはオンライン監督です。 

参考資料の持ち込み 禁止 

受験する室内に資料はいっさい持ち込めません。 

前提条件 PeopleCert DevOps Fundamentals認定の資格を保有してい

ること 

成績優秀者対応 N/A 

認定の有効期間 無期限 

 

試験問題は、以下の仕様に基づいて定期的に更新される問題テストバンク(QTB：Question Test 

Bank)から抽出した問題セットから出題されます。難易度はどの問題セットも同じレベルで、１つの

問題セットの試験の難易度は、他の問題セットの試験の難易度と同じです。受験者が複数回受験した

場合でも、同じ問題セットが割り当てられることはありません。 
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5. シラバスの詳細 

シラバスは、大項目の分類と、それを細分化したセクションから構成されており、各セクションに

は1桁のセクション番号が付いています。合計18時間の認定トレーニングの受講が推奨されていま

す。 

カテゴリ トピック スキルセット 参照 知識／作業項目 

1.0 

DevOps 

のリーダ

ーシップ

とは 

1.1 リーダーシ

ップとは？ 

1.1.1 導くとはどういう

ことか？ 

1.1.1.1 DevOps の変革において、管理するこ

とと導くことの違いを理解します。 

   1.1.1.2 DevOps における変革的リーダーシッ

プのコンセプトの重要性を復習しま

す。 

   1.1.1.3 Jim Collins の著作から、5 つのレベ

ルのリーダーとその特性を示しま

す。 

   1.1.1.4 3 種類のリーダーを示します。 

 1.2 DevOps の

基本原則 

1.2.1 復習：DevOps と

は？ 

1.2.1.1 DevOps ファンダメンタルで学んだ

DevOps の定義を復習し、自身の組織

にとってそれが何を意味するかを考

えます。 

  1.2.2 DevOps のフルス

タック 

1.2.2.1 DevOps を「フルスタック」として考

えるアプローチを復習します。 

  1.2.3 DevOps の基本原

則 

1.2.3.1 CALMS に関連する価値について復習

します。 

  1.2.4 DevOps の 15 の

基本プラクティ

ス  

1.2.4.1 DevOps リーダーシップの 15 の基本

プラクティスの重要性について復習

します。 

  1.2.5 テクノロジと自動

化の活用 

1.2.5.1 DevOps リーダーシップに対する、継

続的インテグレーションとデリバリ

とデプロイメントとの関係について

復習します。 

 1.3 変革により

組織を導く 

1.3.1 Lewin の変革モデ

ル 

1.3.1.1 20-20 モデルがどのように形成され

たかを示します。 

  1.3.2 継続的改善 1.3.2.1 ITIL® の継続的改善モデルを示しま

す。 

  1.3.3 変革のための明確

な 20/20 ビジョ

ン 

1.3.3.1 Lewin の変革の 3 段階と、DevOps 

の変革によるその実行について示し

ます。 

  1.3.4 20/20 変革モデル 1.3.4.1 20/20 変革モデルの詳細を示しま

す。 
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カテゴリ トピック スキルセット 参照 知識／作業項目 

2.0 価値の

提供へ向

けた 

DevOps

の変革の

明確化と

調整 

2.1 DevOps の

緊急性を浸

透させる 

2.1.1 IT バリューの提

供の問題 

2.1.1.1 DevOps ムーブメントを推進する組織

において、IT がビジネスバリューを

提供するのを妨げている障壁と、

DevOps の緊急性を理解するうえでの

その重要性について復習します。 

  2.1.2 変化の推進要因 2.1.2.1 DevOps ムーブメントに向かう組織に

おける変化の 4 大外部要因と、

DevOps の緊急性を理解するうえでの

その重要性について復習します。 

  2.1.3 テクノロジの採用

と変化 

2.1.3.1 Nicholas Carr の「テクノロジの採用

曲線」を示します。 

  2.1.4 複雑さが脆弱性と

負債を生み出す 

2.1.4.1 DevOps ムーブメントを推進する組織

において、IT がビジネスバリューを

提供するのを妨げている障壁と、

DevOps の緊急性を理解するうえでの

その重要性について復習します。 

  2.1.5 標準化の必要性 2.1.5.1 David Sward の組織改革モデルによ

り、標準化の必要性を示します。 

  2.1.6 標準化 対 複雑さ 2.1.6.1 標準化と複雑さを対比させて、標準

化がどのように時間とコストの節約

になるかを示します。 

  2.1.7 Gleicher の変化の

公式 

2.1.7.1 Gleicher の変化の公式を示します。 

 2.2 ビジネス目

標を明確化

し調整する 

2.2.1 復習：ビジネスバ

リューとは？ 

2.2.1.1 ビジネスバリューの定義と 3 つの次

元について復習します。 

  2.2.2 価値が整合してい

なければどうな

るか？ 

2.2.2.1 価値を整合させることの重要性を強

調します。 

  2.2.3 基軸（True 

North）の重要性 

2.2.3.1 基軸（True North）を定義します。 

   2.2.3.2 基軸の重要性を説明します。 

  2.2.4 基軸価値観と原則

の確立 

2.2.4.1 基軸価値観を確立します。 

  2.2.5 ミッションとビジ

ョンの定義 

2.2.5.1 変革の目的の理解という点からミッ

ションとビジョンのコンセプトを比

較対照します。 

  2.2.6 基軸に沿ったシス

テムの構築 

2.2.6.1 例を挙げて基軸に沿ったシステムの

構築ステップを示します。 

  2.2.7 ビジネス目標の例 2.2.7.1 ビジネス目標の例を示します。 



 

 

© 2021 PeopleCert | All rights reserved                                                                                                                                                                    

シラバス / DevOps リーダーシップ | Version 01.0J / February 2021      Page 10 of 40 

Official 

カテゴリ トピック スキルセット 参照 知識／作業項目 

  2.2.8 計画された企業バ

ックログ 

2.2.8.1 計画された企業バックログを定義

し、それをビジネス目標とどう整合

させる必要があるかを示します。 

  2.2.9 計画外の作業とチ

ームのバックロ

グ 

2.2.9.1 計画外の作業がフローにどのような

影響を与えるかを示します。 

  2.2.10 要望の発生源 2.2.10.1 すべての要望の発生源を特定しま

す。 

  2.2.11 すべての種類の

作業に可視性を

与える 

2.2.11.1 計画された作業と計画外の作業の両

方に可視性を与えることを説明しま

す。 

  2.2.12 基軸のケースス

タディ 

2.2.12.1 ケーススタディにより基軸を説明し

ます。 

3.0 

DevOps 

の変革の

計画とア

プローチ 

3.1 変革のビジ

ョンと戦略

を構築する 

3.1.1 ビジョンの重要性 3.1.1.1 Andy Stanley の引用によりビジョン

の重要性について説明します。 

   3.1.1.2 明確な変革のビジョンの重要性を示

します。 

  3.1.2 DevOps の変革の

進化 

3.1.2.1 DevOps の変革の進化の 3 段階につ

いて説明します。 

  3.1.3 バイモーダル IT

あるいは変速 IT 

3.1.3.1 「バイモーダル IT」という語を定義

し、DevOps の変革におけるその重要

性について説明します。 

  3.1.4 DevOps チームの

規模拡大パター

ン 

3.1.4.1 DevOps チームの規模拡大パターンを

示します。 

  3.1.5 サイロに橋を架け

るプラクティス

のコミュニティ 

3.1.5.1 チームメンバをプラクティスのコミ

ュニティに参加させることにより、

サイロに橋を架ける方法を説明しま

す。 

  3.1.6 現在の状態の明確

化 

3.1.6.1 自身の現在の状態を明確化します。 

  3.1.7 システム思考 3.1.7.1 システム思考を定義します。 

   3.1.7.2 システム思考について説明します。 

  3.1.8 氷山モデル 3.1.8.1 氷山モデルを定義します。 

   3.1.8.2 システム思考を適用して、組織にお

ける DevOps の明確で説得力のある

ビジョンをまとめ、ビジネス価値に

沿った測定可能な目標、ミッショ

ン、目的、価値を提案します。 

  3.1.9 現在の状態の例 3.1.9.1 例を挙げて現在の状態を示します。 
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  3.1.10 現在の状態の評

価 

3.1.10.1 氷山モデルを作成して、自身の組織

の現在の状態を明確にします。 

  3.1.11 DevOps の変革

の将来の状態の

例 

3.1.11.1 例を挙げて DevOps の変革の将来の

状態を明確にします。 

  3.1.12 DevOps のメン

タルモデルと構

造 

3.1.12.1 DevOps のメンタルモデルと構造を示

します。 

 3.2 不可欠なス

テークホル

ダを特定し

動かす 

3.2.1 DevOps の変革に

とって重要なステ

ークホルダのマッ

プを作成する 

3.2.1.1 DevOps の変革にとって不可欠なステ

ークホルダのマップを作成して示し

ます。 

  3.2.2 ステークホルダマ

ネジメントプロセ

ス 

3.2.2.1 ステークホルダマネジメントプロセ

スの 4 つのステップを示します。 

  3.2.3 DevOps の変革に

おけるさまざまな

ステークホルダグ

ループを特定する

際の主な考慮点 

3.2.3.1 DevOps の変革におけるさまざまなス

テークホルダグループを特定する際

の主な考慮点を説明します。 

  3.2.4 抵抗を克服し、重

要なステークホル

ダに影響を与え

て、組織の

DevOps のビジョ

ンと戦略の策定に

全面的に参加して

もらう方法 

3.2.4.1 DevOps の変革にとって重要なステー

クホルダのマップを作成して、その

抵抗を克服し、影響を与えて、組織

の DevOps のビジョンと戦略の策定

に全面的に参加してもらう方法を見

つけます。 

  3.2.5 ステークホルダの

支援を見積もる 

3.2.5.1 支援レベルと影響力レベルの図を使

用して、さまざまなステークホルダ

からの支援を見積もります。 

4.0 

DevOps

のフルス

タックの

エンゲー

ジと実行 

4.1 自己組織化

された文化

と機能横断

型チームを

導く 

4.1.1 混乱の壁の打破 4.1.1.1 混乱の壁について復習します。 

  4.1.2 病理学的文化と官

僚的文化と生成的

文化 

4.1.2.1 Westrum による病理学的文化と官僚

的文化と生成的文化について復習

し、その違いを比較します。 

  4.1.3 タスク専門型 対 

機能横断型 

4.1.3.1 専門分野指向のバリューチェーンと

プロダクトライン指向のバリューチ

ェーンを比較します。 

  4.1.4 機能横断型チーム

の重要性 

4.1.4.1 機能横断型チームをもつことの重要

性を示します。 
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  4.1.5 自己組織化を可能

にする 

4.1.5.1 DevOps にとっての自己組織的チーム

の重要性を説明します。 

   4.1.5.2 どうすれば自己組織的チームがうま

く機能するかを説明します。 

  4.1.6 アジャイルスクラ

ムチーム 

4.1.6.1 アジャイルスクラムチームを示しま

す。 

   4.1.6.2 開発チームのメンバが特定の役職に

しがみつかない理由を示します。 

  4.1.7 アジャイルチーム 

対 DevOps チー

ム 

4.1.7.1 アジャイルチームと DevOps チーム

を比較します。 

  4.1.8 リーダーシップと

チームの権限 

4.1.8.1 さまざまなレベルのチームと各チー

ムに対応する権限を示します。 

  4.1.9 DevOps チーム内

でゼネラリストと

純粋なスペシャリ

ストとのバランス

をとることの重要

性 

4.1.97.1 DevOps チーム内でゼネラリストと純

粋なスペシャリストとのバランスを

とることの重要性について復習しま

す。 

  4.1.10 DevOps チーム

編成の進化のフ

ェーズ 

4.1.10.1 DevOps チーム編成の進化の 3 つの

フェーズを挙げます。 

  4.1.11 プロダクトチー

ムやプラットフ

ォームチームに

おける役割ごと

のサイロ構造 

4.1.11.1 プロダクトチームやプラットフォー

ムチームにおける役割ごとのサイロ

構造について復習します。 

   4.1.11.2 DevOps チームをどのように構成すれ

ば、クラウドの原則と役割を採用で

きるかを復習します。 

  4.1.12 チーム編成の変

化 

4.1.12.1 DevOps の変革に伴うチームの変化を

紹介します。 

  4.1.13 文化の変化と構

造の変化 

4.1.13.1 DevOps の変革に伴う文化の変化と構

造の変化を紹介します。 

  4.1.14 信頼と管理責任

のモデル 

4.1.14.1 信頼と管理責任のモデルを用いて、

リーダーシップは、チーム編成戦略

および構築した文化と合ったもので

なければならないことを説明しま

す。 

  4.1.15 ナレッジとスキ

ルの計画 

4.1.15.1 ナレッジとスキルマネジメントにお

ける重要用語を定義します。 

  4.1.16 ナレッジとスキ

ル 

4.1.16.1 ナレッジとスキルを定義し比較しま

す。 

  4.1.17 要員と能力マネ

ジメント 

4.1.17.1 要員と能力マネジメントのさまざま

な方法を示します。 
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  4.1.18 スキルナレッジ

マトリクスの作

成 

4.1.18.1 スキルナレッジマトリクスを作成す

る 3 つのステップを説明します。 

  4.1.19 公表された IT 能

力フレームワー

ク：ECF と 

SFIA 

4.1.19.1 公表されている 2 つの IT 能力フレー

ムワークである ECF と SFIA を紹介

します。 

 4.2 フィードバ

ックを集め

、伝えて、

組み込む 

4.2.1 将来の状態を特定

するためのインプ

ット 

4.2.1.1 フィードバックを集めるためのリー

ンの 4 つのツールを示します。 

  4.2.2 VOC と CTQ とし

ての価値 

4.2.2.1 リーンの VOC と重要品質要因

（CTQ：Critical to Quality）の技法

を用いて組織のビジネスバリューを

分析し、DevOps のビジョンと価値の

提供の方向性が一致していることを

確認します。 

  4.2.3 重要品質要因

（CTQ：Critical 

to Quality）を測

定する 

4.2.3.1 測定ツールとして CTQ、メトリク

ス、KPI、CSF を定義します。 

  4.2.4 差異はコントロー

ルを示す 

4.2.4.1 共通要因差異と特殊要因差異を定義

し比較します。 

  4.2.5 顧客のエンゲージ

メントに関する役

割：デリバリ 

4.2.5.1 顧客のエンゲージメントに関する役

割、関係マネージャとプロダクト／

サービスオーナーについて定義し説

明します。 

  4.2.6 プロダクト／サー

ビスオーナーの考

慮点 

4.2.6.1 プロダクトオーナーとサービスオー

ナーについて説明し比較します。 

   4.2.6.2 プロダクト／サービスオーナーにと

って重要なコンピテンシについて説

明します。 

  4.2.7 関係マネージャの

役割 

4.2.7.1 DevOps の変革において、関係マネー

ジャの役割が、他の役割やプロセス

とどのように相互作用するかを説明

します。 

  4.2.8 エンゲージメント

の役割と構築 

4.2.8.1 ビジネスアナリストの役割を、アジ

ャイルおよび DevOps 環境における

エンゲージメントの役割として定義

し説明します。 

 4.3 バリュース

トリームを

横断するフ

ローを可能

にする 

4.3.1 複雑さはフローと

時間に影響を与え

る 

4.3.1.1 リーンのムリ、ムラ、ムダについて

復習します。 
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  4.3.2 リーンの３種類の

作業 

4.3.2.1 リーンの３種類の作業について復習

し比較します。 

  4.3.3 標準化の戦略的観

点 

4.3.3.1 標準化の戦略的観点を示し、説明し

ます。 

  4.3.4 複雑さと計画外の

作業の影響 

4.3.4.1 理想的なパターンと現在のパターン

における計画外の作業の割合を示し

ます。 

  4.3.5 バリューストリー

ムの改善フェーズ 

4.3.5.1 バリューストリームの改善の 2 つの

フェーズを説明します。 

  4.3.6 バリューストリー

ムマッピング 

4.3.6.1 バリューストリームマッピングのプ

ラクティスの重要な構成要素につい

てまとめます。 

   4.3.6.2 バリューストリームマッピングのプ

ラクティスの重要な構成要素につい

て、例を挙げてまとめます。 

  4.3.7 プロセスのムダ 4.3.7.1 さまざまな種類のムダを特定しま

す。 

  4.3.8 メトリクス：何を

測定するべきか？ 

4.3.8.1 バリューストリームマッピングにお

けるさまざまな種類のメトリクスを

特定します。 

  4.3.9 リーダーが使用す

る目に見える管理 

4.3.9.1 目に見える管理の重要性とリーダー

がそれを使用することについて説明

します。 

  4.3.10 目に見える管理

の例 

4.3.10.1 目に見える管理の例をいくつか挙げ

ます。 

  4.3.11 スクラムにおけ

るカンバン

（「スクラムバ

ン」） 

4.3.11.1 スクラムにおけるカンバンについて

定義し説明します。 

   4.3.11.2 「WIP（Work in Progress：進行中の

作業）制限」を定義します。 

  4.3.12 計画外の作業を

可視化する 

4.3.12.1 カンバンボードを使用して計画外の

作業を可視化する方法について説明

します。 

  4.3.13 共通のコミュニ

ケーションチャ

ネルを構築する

重要性 

4.3.13.1 共通のコミュニケーションチャネル

を構築する重要性を示します。 

  4.3.14 コミュニケーシ

ョンと透明性の

ソリューション 

4.3.14.1 ナレッジを共有し、コミュニケーシ

ョンの透明性を高めるさまざまなソ

リューションを挙げます。 

  4.3.15 コミュニケーシ

ョンの考慮点 

4.3.15.1 コミュニケーションツールを選択す

る際の考慮点を説明示します。 
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 4.4 作業をイテ

レーション

に分解して

学習と経験

を加速する 

4.4.1 アジャイル型 対

ウォーターフォー

ル型プロジェクト

マネジメント 

4.4.1.1 ウォーターフォール型開発モデルと

アジャイル型開発モデルを比較対照

します。 

  4.4.2 反復型プロダクト

マネジメント 

4.4.2.1 通常のデザイン思考とリーンのデザ

イン思考を比較します。 

  4.4.3 アジャイルとスク

ラムの柱 

4.4.3.1 アジャイル原則について復習しま

す。 

  4.4.4 リーダーシップの

観点から見たスク

ラム 

4.4.4.1 アジャイルスクラムのプラクティス

の主要構成要素について復習しま

す。 

  4.4.5 アジャイル XP に

よりシフトレフト

を可能にする 

4.4.5.1 テスト駆動開発を定義します。 

  4.4.6 アジャイル XP の

プラクティス 

4.4.6.1 XP プラクティスのペアプログラミン

グと持続可能なペースについて説明

します。 

   4.4.6.2 XP プラクティスのコードの共同所有

と継続的リファクタリングについて

説明します。 

  4.4.7 ベロシティ改善を

可視化する 

4.4.71. 図によるベロシティ改善の可視化に

ついて説明します。 

 4.5 継続的デリ

バリのため

のリーダー

シップ 

4.5.1 自動化の要求 4.5.1.1 組織文化が共有された継続的デリバ

リのパイプラインを受け入れ、使用

する前に、リーダーが対処する必要

のある、組織の変化に関する 5 つの

質問を示します。 

  4.5.2 継続的デリバリ 4.5.2.1 「継続的デリバリ」について復習し

ます。 

   4.5.2.2 DevOps にとっての継続的デリバリの

重要性について復習します。 

   4.5.2.3 継続的インテグレーションとデリバ

リとデプロイメントの関係について

復習します。 

  4.5.3 継続的デリバリの

大規模適用 

4.5.3.1 DevOps を展開する際に留意するべき

継続的デリバリの 5 つの主な目的を

示します。 

  4.5.4 継続的テスト 4.5.4.1 継続的テストについて復習します。 

  4.5.5 コンポーネントテ

スト 

4.5.5.1 統合におけるコンポーネントテスト

について説明します。 

  4.5.6 サブシステムテス

トまたはアプリケ

ーションテスト 

4.5.6.1 サブシステムテストやアプリケーシ

ョンテストに役立つサービス仮想化

の使用方法について説明します。 
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  4.5.7 エンドツーエンド

の企業システム

テスト 

4.5.7.1 エンドツーエンドの企業システムテ

ストについて説明します。 

  4.5.8 孤立した機能ブラ

ンチ 

4.5.8.1 伝統的な孤立した機能ブランチの例

で、ブランチの課題を示します。 

  4.5.9 継続的インテグレ

ーション 

4.5.9.1 継続的インテグレーションの例で、

ブランチの課題を示します。 

  4.5.10 CI の重要性 4.5.10.1 CI の重要性を強調します。 

  4.5.11 トランク管理と

ゲーテッドコミ

ット 

4.5.11.1 統合のための受け入れ基準の重要性

を説明します。 

  4.5.12 リリースとデプ

ロイの歩調を合

わせる 

4.5.12.1 アジャイルおよび DevOps 環境にお

けるリリースとデプロイの計画を示

します。 

  4.5.13 トランク管理と

リリース戦略 

4.5.13.1 アジャイルおよび DevOps 環境にお

ける 2 つのリリースおよびデプロイ

戦略を示します。 

  4.5.14 ブルーグリーン

デプロイメント 

4.5.14.1 「ブルーグリーンデプロイメント」

を定義します。 

  4.5.15 DevOps ツール

チェーンにおけ

る各ツールの機

能と役割を理解

することの重要

性 

4.5.15.1 DevOps ツールチェーンにおける各ツ

ールの機能と役割を理解することの

重要性を強調します。 

  4.5.16 DevOps ツール

チェーンの機能 

4.5.16.1 DevOps ツールチェーンの機能を説明

します。 

  4.5.17 オーケストレー

ションと統合 

4.5.17.1 統合ツールの例を挙げます。 

  4.5.18 オープンソース

ソフトウェアの

メリットとデメ

リット 

4.5.18.1 オープンソースソフトウェアのメリ

ットとデメリットを示します。 

  4.5.19 より大きなツー

ルエコシステム 

4.5.19.1 ツールエコシステムを説明します。 

  4.5.20 自動化とツール

戦略 

4.5.20.1 統合のツールを選択する戦略を説明

します。 

5.0 

DevOps

の変革の

結果検証

と維持 

5.1 継続的改善

の文化を導

く 

5.1.1 継続的改善の考え

方 

5.1.1.1 継続的改善の考え方の 3 つの特徴を

説明します。 



 

 

© 2021 PeopleCert | All rights reserved                                                                                                                                                                    

シラバス / DevOps リーダーシップ | Version 01.0J / February 2021      Page 17 of 40 

Official 

カテゴリ トピック スキルセット 参照 知識／作業項目 

  5.1.2 経験の文化の構築 5.1.2.1 個人的に説明責任をもつ従業員と被

害者意識をもつ従業員という 2 種類

の従業員を説明します。 

  5.1.3 リーダーと従業員

のエンゲージメン

ト 

5.1.3.1 さまざまな従業員のエンゲージメン

トレベルを説明します。 

  5.1.4 リーンのリーダー

シップとゲンバ 

5.1.4.1 リーンのリーダーシップとゲンバを

定義し、チームの効果的な支援方法

を示します。 

  5.1.5 全レベルでの導き 5.1.5.1 Bill Hybels の’ Courageous 

Leadership’より、「全レベルでの導

き」モデルの自己リーダーシップを

説明します。 

   5.1.5.2 Bill Hybels の’ Courageous 

Leadership’より、「全レベルでの導

き」モデルの上方導きを説明しま

す。 

   5.1.5.3 Bill Hybels の’ Courageous 

Leadership’より、「全レベルでの導

き」モデルの水平導きを説明しま

す。 

   5.1.5.4 Bill Hybels の’ Courageous 

Leadership’より、「全レベルでの導

き」モデルの下方導きを説明しま

す。 

  5.1.6 変化の性質 5.1.6.1 カイゼン、カイカク、カクシンの 3

種類の変化を説明します。 

  5.1.7 プロアクティブな

問題解決と継続的

改善 

5.1.7.1 プロアクティブな問題解決と継続的

改善を比較します。 

  5.1.8 DMAIC モデル 5.1.8.1 DMAIC サイクルのステップを復習し

ます。 

  5.1.9 カイゼンのイベン

ト 

5.1.9.1 5 日間のカイゼンイベントについてま

とめます。 

 5.2 イノベーシ

ョンへ向か

って導く 

5.2.1 イノベーションと

は？ 

5.2.1.1 イノベーションを推進するとはどう

いうことかを示します。 

   5.2.1.2 3 種類のイノベーションを説明しま

す。 

  5.2.2 コラボレーション

のパラドックス 

5.2.2.1 コラボレーションのパラドックスを

示します。 

  5.2.3 イノベーションの

パラドックス 

5.2.3.1 イノベーションのパラドックスを示

します。 

  5.2.4 イノベーションを

導く 

5.2.4.1 イノベーションを導く 2 つのステッ

プについてまとめます。 
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  5.2.5 イノベーションの

スペクトラム 

5.2.5.1 イノベーションのスペクトラムにつ

いて説明します。 

  5.2.6 コラボレーション

のリーダーシップ

のパラドックス 

5.2.6.1 イノベーションのスペクトラムのパ

ラドックス 1 と 2 を説明します。 

   5.2.6.2 イノベーションのスペクトラムのパ

ラドックス 3 と 4 を説明します。 

   5.2.6.3 イノベーションのスペクトラムのパ

ラドックス 5 と 6 を説明します。 

 5.3 組織の耐障

害弾力性と

持続可能性

を向上させ

る 

5.3.1 耐脆弱性 5.3.1.1 耐脆弱性の例を示します。 

  5.3.2 対応から学習へ 5.3.2.1 災害復旧、対障害弾力性、耐脆弱性

を定義し比較します。 

  5.3.3 DevOps のプラク

ティスと災害復旧 

5.3.3.1 DevOps のプラクティスが災害復旧を

どう支援するか説明します。 

  5.3.4 DevOps のプラク

ティスと対障害弾

力性 

5.3.4.1 DevOps のプラクティスが対障害弾力

性をどう支援するか説明します。 

  5.3.5 DevOps のプラク

ティスと耐脆弱性 

5.3.5.1 DevOps のプラクティスが耐脆弱性を

どう支援するか説明します。 

  5.3.6 学習のツールとし

て失敗を受け入れ

る 

5.3.6.1 Netflix が Chaos Monkey と Chaos 

Kong で成功したプラクティスを、耐

脆弱性の達成方法の例として、ファ

ンダメンタルの復習をします。 

 

6. 出題比率 

リーダーシップ試験は、以下の5つのセクションで構成されています。 

カテゴリ 内    容 出題比率（%） 

1.0 DevOps のリーダーシップの紹介 5.0% 

2.0  価値の提供へ向けた DevOps の変革の明確化と調整 15.0% 

3.0  DevOps の変革の計画とアプローチ 15.0% 

4.0  DevOps のフルスタックのエンゲージと実行 50.0% 

5.0  DevOps の変革の結果検証と維持 15.0% 

 計 100.0% 
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9. 用語集 (50音順) 

用語 定義 

20/20 モデル Pink Elephant の「20/20 変革モデル」は、広く受け入れられている組織変

革マネジメントの原則を用いて、企業のIT環境で真の組織変革を実現するた

めに必要なステップを定義している。 

3つの道 DevOpsの三大原則であるフロー、フィードバック、継続的な経験と学習を

さす。 

C.A.L.M.S（カームス） DevOpsの価値観を示す、文化（Culture）、自動化（Automation）、リー

ン（Lean）、測定（Measurement）、共有（Sharing）の頭文字をとった

もの。 

クリテイカル・サクセス・

ファクター(CSF) 

重要成功要因（Critical Success Factor）。チーム、プロセス、成果など、成

功するために必要なもの。 

クリティカル・ツウ・クオ

リテイ(CTQ) 

 

重要品質要因（Critical To Quality）。リーンの「顧客の声（VOC）」では、

顧客の「欲しいものリスト」に並ぶ多くの項目が、顧客に価値を提供するう

えで絶対に重要なものになる。 

DevOps ITIL、リーン、アジャイルなどの既存のITベストプラクティスを、自動化と

継続的デリバリをサポートし、コラボレーションと学習の文化を奨励する開

発および運用アプローチへと進化させることを表現するために作られた語。

ITがこれまで以上により良く、より速く、より安くビジネスバリューを提供

できるようにすることをめざす。 

DevOps チーム ある一面から見ると、DevOpsは、ビジネスに一貫して価値を提供するため

に、既存の垂直型のITの技術領域や部門を、プロダクトの作成・デプロイ・

管理を行う「プロダクトチーム」と、必要になるさまざまなプラットフォー

ムを構築・管理する「プラットフォームチーム」に再構築する。 

DMAIC / ディーマイック シックスシグマのコンセプトで、DMAIC（定義（Define）、測定

（Measure）、分析（Analyze）、改善（Improve）、管理（Control））と

は、ビジネスプロセスや設計を改善し、最適化し、安定化するためのデータ

駆動型の改善サイクルのことをさす。 

DMAICサイクル  定義（Define）、測定（Measure）、分析（Analyze）、改善

（Improve）、管理（Control）の5段階による継続的改善の指針を提供する

モデル。 

ITIL® IT サービスマネジメントに関するベストプラクティスガイダンス。 

ITIL サービスオーナー 特定のサービスの提供に関して説明責任を負う ITIL®の役割。† 

KPI / 重要業績評価指標 重要業績評価指標（Key Performance Indicators）。傾向を示す。経時的に測

定し比較することにより、全体的な傾向を示すメトリクス。 

VOC / 顧客の声 顧客の声（Voice Of the Customer）。リーンから生まれた重要なツー

ルで、顧客とは誰で、いったい何を価値と定義しているのかを理解す

るのに役立つ。 

WIP / ワークインプロセス 進行中の作業（Work In Progress）。リーンは、特定のチームやプロ

セスのステップの WIP 容量には限界があるという明白な事実を明らか

にしている。この WIP 制限は、「プルシステム」を定義する際に使用

される。 

ITIL® is a registered trade mark of AXELOS Limited, used under permission of AXELOS Limited. All rights reserved. 
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アジャイル型プロジェクト

マネジメント  

プロジェクトマネジメントにあたって適応性のあるアプローチをとり、プロ

ジェクトの初期に作成される要求が、プロジェクトが進むにつれ変化し、進

化していくことを想定する。こうした変化に対応し、変化を組み込んでいく

ために、継続的なイテレーションを使用する。 

アジャイル原則 アジャイル宣言を構成する12の原則。 

アジャイル宣言 プロセスやツールよりも個人と対話を、 

包括的なドキュメントよりも動くソフトウェアを、 

契約交渉よりも顧客との協調を、 

計画にしたがうことよりも変化への対応を、 

価値とする。* 

インシデント  ITIL®によれば、サービスの計画外の中断、またはサービスの品質の低下。† 

インシデント管理 通常のサービス運用を可能な限り迅速に復旧することで、インシデントの悪

影響を最小限に抑えるITIL®のプラクティス。† 

ウォーターフォール型プロ

ジェクトマネジメント 

プロジェクトマネジメントに対する伝統的なアプローチ。1960 年代に

初めてソフトウェアプロジェクトに適用された。このアプローチは、

要求の収集から始まり、設計、構築、テスト、デプロイ、リリースと

続く。作業は、各段階で左から右へ、滝（ウォーターフォール）のよ

うに、まっすぐに下へと向かって流れていく。 

オペレーショナルレベルアグ

リーメント（OLA） 

社内の IT サービスプロバイダとその他の部門との間の、サービスの提供を支

援する書面による合意。サービスレベルアグリーメント（SLA）の内容を支

えることを狙いとするものでなければならない。 

開発チーム 各スプリントの終わりに、「完了」し、リリース判断可能なプロダクトのイ

ンクリメントのデリバリ作業を行う専門家で構成されるアジャイルのスクラ

ムチーム。‖ 

価値の提供 価値は、品質、スピード、コストの 3 つの大きな要素から構成されている。

DevOps は、この 3 つすべてを実現することを究極の目標としている。プロ

ジェクトも作業するアクティビティもプロセスもすべてが、顧客に価値を提

供するという大きな目標にどの程度貢献しているかに基づいて評価されなけ

ればならない。最終的に、何が顧客にとって価値があるかを決めるのは顧客

である。 

関係管理 関係管理は、プロバイダのプロダクトやサービスに対するビジネスの需要を

刺激し、表面化し、形にすることにより、そのプロダクトやサービスのもつ

潜在的な価値を確実に捕捉し、最適化できるようにする。 

カンバン /Kanban(看板) カンバンは、1940 年代にリーン生産方式の初期段階の１つの進化形態として

登場し、組立ラインの作業員が部品やその他の作業の需要を下流のパートナ

ーに通知するための方法を提供した。これにより、透明性が高まりコミュニ

ケーションが促進され、プロセスの標準化につながった。 

「完了」の定義 アジャイルスクラムでは、プロダクトインクリメントを「完了」とみなすた

めに満たさなければならない基準のリスト。DevOpsでは、プロダクトにエ

ラーがなく、本番環境にデプロイされ、顧客にリリースされて使用されてお

り、価値を提供していることを意味する。 

基軸（トゥルーノース） 前進し意思決定を行う際に、羅針盤が常に指し示すべき場所。シンプルでわ

かりやすい方法で確立され、明確でまとめやすいものでなければならない。 
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基軸価値観 / トゥルーノー

ス・バリュー 

基軸価値観は、前進し意思決定を行う際に、羅針盤が常に指し示すべき場所

である。シンプルでわかりやすい方法で確立され、明確でまとめやすいもの

でなければならない。 

技術的負債 / テクニカルデ

ット 

最善のソリューションではなく、安易なソリューションを絶えず実装してい

った末にできてくる、複雑なワークアラウンドや手戻りが積み重なったも

の。 

機能テスト ユニットテスト、APIテスト、統合テスト、システムテストなど、プロダク

トが動作するために必要な機能のテスト。 

継続的インテグレーション 

/ コンテニュアス・インテ

グレーション 

1日を通して、すべての開発者の作業結果を共有のメインライン（コードリ

ポジトリやメインコードトランク）にマージするプラクティス。継続的イン

テグレーションは、自動化された継続的デリバリプロセスの中で、主にビル

ド段階をカバーする。通常の場合、開発環境内でのコードの統合、ビルド、

テストに利用される。 

継継続的改善 / コンテニュ

アス・インプルーブメント 

製品およびサービスの効果的な管理に関与するすべての要素の継続的な識別

と、改善を通して、変化していくビジネスニーズに組織のプラクティスとサ

ービスを整合させるITIL®のプラクティス。† 

継続的テスト/ ファンクシ

ョナルテスト 

デプロイメントパイプラインの各段階で自動テストを実行し、各段階で即座

にフィードバックを返すことにより、リスクを軽減する。自動化された継続

的テストは、継続的インテグレーションと継続的デリバリの重要なコンポー

ネントである。これにより、コードと環境が適切に動作し、デプロイ可能な

状態を維持できるようになる。 

継続的デプロイメント（展

開） 

継続的デリバリのコンセプトを拡張したもので、自動テストに合格したすべ

ての変更が自動的に本番に投入される。継続的デリバリで以前は手作業で実

施されていたステップを自動化し、1日に複数回のデプロイメントを可能に

する。 

継続的デリバリ / コンテニ

ュアス・デリバリ 

実行可能な成果物を本番に合わせた環境に投入し、問題を検出するための自

動テストを実施することで、本番までのライフサイクルを通して、コードを

常に迅速かつ安全にデプロイできるように設計された一連のプラクティス。 

ゲンバ リーンの用語で、仕事をする場所をさす。リーンでは、リーダーやマネージ

ャは、毎日最低1回は「ゲンバ歩き」をするべきだとしている。実際に作業

をする場所に行って、人が実際に何をしているのかを知らなければならな

い。 

コンウェイの法則 「システムを設計する組織は、その組織によく似た構造の設計をする」。‡ 

コンテナ化 ランタイム環境全体を1つのパッケージつまり「コンテナ」にバンドルする

ことで、アプリケーションプラットフォームとその依存性、OSディストリ

ビューションや基礎となるインフラの違いを抽象化できるようにすること。 

混乱の壁 開発と運用の間に存在する仮想的な壁。IT の世界では、開発と運用がまった

く異なる課題や目標をもって動いていることが多い。 この語は、開発が運用

に向かって「壁越しに投げ渡す」という感覚からきている。 

サービスオーナー 特定サービスの成功に全面的な説明責任を負う人。 

サービス構成管理 / サービス

コンフィグレーションマネジ

メント 

 

 

サービスの構成とそれをサポートする構成アイテムに関する正確で信頼でき

る情報を、必要なときに必要なところで利用できるようにする ITIL®のプラク

ティス。† 
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サービス指向アーキテクチャ 

(SOA) 

機能をサービスという別個の単位に分けて考えるアーキテクチャ。開発者が

ネットワークを介してサービスにアクセスできるようにして、ユーザがそれ

を組み合わせて再利用することによりアプリケーションを作り出すことがで

きるようにする。これらのサービスとその利用者は、相互通信により、明確

に定義された共有フォーマットでデータを渡したり、複数のサービス間のア

クティビティを連携したりする。 

サービスマネジメント 顧客にとっての価値をサービスの形で実現する、組織の専門能力の集まり。† 

サービスレベルアグリーメン

ト (SLA) 

必要とされるサービスとサービスで期待されるレベルを規定するための、サ

ービスプロバイダと顧客との間で結ばれる合意文書。† 

サービスレベル管理 / サービ

スレベルマネジメント 

 

サービスパフォーマンスの明確な目標値を事業に基づいて設定し、その目標

値に対して、サービスの提供を適切に評価、モニタリング、管理できるよう

にする ITIL®のプラクティス。† 

災害復旧 / デザスタリカバリ

ー 

 

最悪のシナリオに対応し、インシデントやサービス停止から重要なシステム

を守るための手段。 

サイロ ほとんどの農場に設置されている背の高い縦長の貯蔵庫。企業に関して使用

される場合には、各サイロ間の境界を越えることがほとんどない、垂直型の

組織構造をさす。多くの場合、改善やコミュニケーションのすべてがサイロ

内だけで行われる。 

サイロメンタリティ チームや部門が、共通のタスクを共有してはいても他のグループとは別個に

活動することにより、機能とのつながりを独占したり、技術的なナレッジを

チームや部門内でのみ共有したりするような場合に生み出される。 

システム思考 機能を、境界によって定義され、部分の合計を超える、より大きなシステム

の相互に関連し相互に依存する一部分として理解すること。 

自動化 / オートメーション 電子機器のような高度に自動化された手段によってプロセスを操作または制

御し、人間の介入を最小限に抑える技術、手法、またはシステム。 

シフトレフト 開発プロセスの早期に前倒しで品質を作りこむことにより、課題を早期に検

出して解決し、欠陥やエラーが本番稼働に影響を与えないようにする。 

重要品質要因(CTQ) リーンの原則によれば、優先順位をつけて重点的に取り組むべき価値をもつ

項目。 

出荷判断可能なプロダクト

インクリメント 

機能要件と非機能要件の両方に関する受け入れ基準と、合意された「完了の

定義」に従って完了したスプリントバックログ項目で構成されるスクラム成

果物。 

処理時間 実際にプロダクトやサービスを作るのにかかった時間の合計。 

スクラム さまざまなプロセス、ツール、技法を利用できる適応性をもつアジャイルプ

ロセスのフレームワーク。反復的な方法を採用することによりプロダクトの

開発効率を高め、その結果として、可能な限り最高の品質をもつ成果物のリ

リース頻度を上げることが可能になる。 

スクラム開発チーム スクラム開発チームは、各スプリントの終わりに、「完了」し、リリース判

断可能なプロダクトのインクリメントのデリバリ作業を行う専門家で構成さ

れる。 

スクラムスプリント スクラムの中心的なコンセプト。1 ヶ月以内のタイムボックスで、「完了」

し、使用可能で、リリース判断可能なプロダクトのインクリメントを作成す

る。‖ 
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スクラムマスター スクラムの役割の 1 つで、スクラムの理解度を上げて適切に実行されるよう

にする。スクラムチームに、スクラムの理論やプラクティスやルールを確実

に順守させることにより、この役割を果たす。‖ 

ステークホルダ 取り組みやプロジェクトや変更によって利益を得る、または影響を受ける個

人またはグループ。 

ストラングラー・アプリケー

ション 

モノリシックアプリケーションを「絞め殺す」つまり置き換えるために使用

されるマイクロサービスアプリケーション。「ストラングラーアプリケーシ

ョンパターン」も参照。 

ストラングラー・アプリケー

ションパターン 

ストラングラーアプリケーションのマイクロサービスを段階的に導入してい

くことにより、機能の特定の部分をシームレスに置き換えていき、徐々にモ

ノリシックアプリケーションを「絞め殺す」つまり置き換えていくこと。 

スプリント スクラムの中心的なコンセプト。1 ヶ月以内のタイムボックスで、「完了」

し、使用可能で、リリース判断可能なプロダクトのインクリメントを作成す

る。‖ 

スプリント計画 スプリントで行う作業を計画するスクラムイベント。この計画は、スクラム

チーム全体の共同作業で作成される。‖ 

スプリント実行 スプリント計画の後に始まり、スプリントレビューとレトロスペクティブの

時間をスプリント全体から差し引いた時点で終了するスクラムイベント。実

行に入ると、スプリントバックログ中の項目が「作業中」となり、「完了の

定義」に従って完了するまで作業が行われる。 

スプリントバーンダウンチャ

ート 

スクラムの目に見える管理のツールで、開発チームのペースを把握し、スプ

リントに入れる作業を適正な量にするために、スプリント計画セッションで

使用されるもの。 

スプリントバックログ スプリント用に選択されたプロダクトバックログ項目の集まりに加えて、プ

ロダクトインクリメントをデリバリし、スプリントの目標を達成するための

計画から構成されるスクラムの成果物。‖ 

スプリントバックログボード スクラムの目に見える管理のツールで、スプリントの目標を可視化し、進行

中の作業項目や完了した作業項目を追跡するもの。 

スプリントレトロスペクティ

ブ（振り返り） 

開発チームが終了したスプリントを振り返り、スプリントの実施方法につい

て調整と精緻化（検査と適応）を行うための機会を提供するスクラムイベン

ト。‖ 

スプリントレビュー スプリント実行の終了時に実施されるスクラムイベントで、「完了の定義」

に従って完了したすべての項目を、プロダクトオーナー、顧客、その他の主

要ステークホルダに提示する。これにより、全員が最終プロダクトの受け入

れに合意することができる。‖ 

制約理論 複雑なシステムやプロセスにおいては、その中で最大の阻害要因となってい

るボトルネックや制約が全体の効率や働きを定めるとする。制約理論は、組

織が、システム全体を制約し、組織全体のスピードを制限している、最も遅

く、最も非効率な領域を識別し、その領域に重点的に取り組むのに役立つ。 

組織文化 

 

組織内で学習し共有する前提や価値のパターン。組織内で働く人が、組織内

の行動パターンを観察することにより、時間をかけて身につけていく。 

対障害弾力性  

 

あらゆる種類のインシデントやサービス停止に対応するだけでなく、それが

発生しても機能を継続するための手段。 
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耐脆弱性 / レジリエンス あらゆる種類のインシデントやサービス停止に対応し、それが発生しても機

能を継続するだけでなく、それを学習と適応の機会として活用するための手

段。 

デイリースクラム 開発チームがアクティビティを同期させ、次の24時間の計画を作成するた

めの15分間のスクラムのイベント。‖ 

デイリースクラムボード スクラムの目に見える管理のツールで、各チームメンバが何に取り組んでい

るかを可視化し、メンバの毎日の気分を示すもの。 

デジタルトランスフォーメ

ーション 

すべての組織活動、プロセス、スキル、文化的な態度を含めた大幅な変革。 

テスト駆動開発 (TDD) プログラムを書く前にテストシナリオを準備しておくことにより、プログラ

マの目標をそのテストに合格できるプログラムを書くことにするプラクティ

ス。 

デプロイメント（展開）管理 新規または変更されたハードウェア、ソフトウェア、文書、プロセス、その

他のサービスコンポーネントを稼働環境に移動させる ITIL®のプラクティス。

† 

デプロイメントパイプライ

ン 

現在のデリバリのプロセスを段階的にモデル化することにより、エンドツー

エンドのデリバリで、ボトルネック、自動化の機会、コラボレーションの機

会がないか検討することができる。 

トータルサイクルタイム プロセスの開始から終了までの合計時間。 

ナレッジ管理  組織全体の情報とナレッジを効果的、効率的、便利に使用できる状態を維持

し、改善していくための ITIL®のプラクティス。† 

バイモーダル IT ガートナーが提唱したコンセプト。バイモーダルとは、2つの別個ではある

が一貫した仕事のスタイル、ひとつは予測可能性に、もうひとつは探索に焦

点を当てたスタイルを管理するプラクティスである。モード1（通常のビジ

ネス）は、より予測可能でよく理解されている分野で最適化する。その一方

でモード2は、新しい問題を解決するための探索的で実験的なものであり、

不確実性の高い分野で最適化する。どちらもデジタルトランスフォーメーシ

ョンにおいて重要な役割を果たす。 

バリューストリーム エンドツーエンドでビジネスバリューを提供する IT の全体像を示す。

リーダーシップとガバナンスには、バリューストリームにおける自身

の位置づけだけでなく、ストリーム全体を理解することが、不可欠で

ある。 

非機能テスト 

 

パフォーマンステスト、セキュリティテスト、コンプライアンステスト、キ

ャパシティテストなど、特定の結果を生み出すテストではない、システムの

動作を確認するテスト。 

ビジネスバリュー サービスが顧客の期待に応えるレベル、またはそれを超えるレベル。 

ビジョン プロジェクトや取り組みや組織全体の将来の状態。組織が成功するた

めに、そこに向かって動く必要がある長期的な（年単位の）方向性。 

氷山モデル / アイスバーグ

モデル 

氷山の大部分（80%）は水面下にあり、目に見えない。このモデルでは、

DevOpsの変革を検討する際には「目に映るよりはるかに多くのもの」があ

ることを理解してもらうために、氷山の例を用いる。 

フィードバック アウトプットを同じ部分へのインプットとして使用することにより、因果関

係のつながりをもつループが形成される。 
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標準化 / スタンダライゼーシ

ョン 

これまではテクノロジを論じるために使用されることが多かったが、DevOps

とリーンが、そのスコープを広げて、IT の価値の創造のあらゆる側面を含む

ようになってきている。ポートフォリオ、プロジェクト、プラクティス、プ

ロセス、手続きといったものは、技術的に優れているばかりでなく、標準化

されている必要がある。これにより、標準作業の定義が存在する環境を提供

することができる。 

付加価値を生まない作業 リーンによれば、排除するべきプロセス中の作業。 

付加価値を生まない必要作業 リーンによれば、最小化するべきプロセス中の作業。付加価値は生み出さな

いが、実施しなければならない作業。 

付加価値を生む作業 リーンによれば、最適化するべきプロセス中の作業。顧客が実際に経験し

て、その価値を認めている作業でなければならない。顧客は、その作業に対

して喜んで支払いをする。 

複雑さ/ コンプレクシティ IT や DevOps において、複雑さはテクノロジに留まらない、ずっと大きいも

のをさす。IT は長い間、緊急性と（多くの場合）顧客からの圧力のもとで、

非常に狭い範囲の局所的な部分に狙いを絞って問題を解決してきた。この

「迅速な修正」モードは、システム全体を統合することはおろか、効果的な

コミュニケーションすらできない、局所的な部分やサードパーティのサプラ

イヤの作業結果のつぎはぎをもたらしてきた。 

部分最適化  / ローカル・オ

プティマイゼーション 

個人やチームにとって最良の結果を生み出すために構成され、構築された環

境。部分的な効率性を達成することも重要だが、サイロ内で部分的に最適化

されたプロセス設計がどのような問題を引き起こす可能性があるかを理解し

ておく必要がある。 

ブルーグリーン・デプロイメ

ント 

DevOps においては、2 つの同一のクラウドベースのインフラを運用して、そ

のひとつを「ブルー」、もうひとつを「グリーン」とするコンセプト。ゼロ

ダウンタイムのデプロイを推進するために、ブルーを現状の本番環境とし、

グリーンをテスト環境として、新規の変更や更新を組み込んで本番レベルの

テストを実行する。テスト環境が安定したら、本番環境を切り替え、このプ

ロセスを繰り返す。 

フルスタック 

 

重要成功要因である、適切な人による適切な文化の創造、適切なプロセスと

プラクティスの導入、その文化とプラクティスにテクノロジと自動化を加え

て合理化と加速化を図る、という DevOps の実践における 3 つの重要な側面

を表わす。 

フロー 人や情報やプロダクトがプロセスの中をどのように動くか。 

プルシステム  顧客の需要に基づいてプロセスを発生させてプロダクトやサービスを引き出

すシステム。対照的に、需要予測に基づいてプロセスを発生させてプロダク

トやサービスを押し出すのがプッシュシステムである。プルシステムによ

り、プロセスのムダが削減される。 

プロセス 特定の目的を達成するために設計され構造化された一連の活動。1 つまたは複

数の定義されたインプットを、定義されたアウトプットに変換する。 

プロダクトオーナー スクラムの役割の 1 つで、プロダクトバックログの作成と維持を担当する。

顧客と常にコミュニケーションをとり、チームとコラボレーションを行う。‖ 

プロダクトオーナー  

（スクラムチーム） 

スクラムのプロダクトオーナーは、開発チームの作業の成果であるプロダク

トの価値を最大化する責任があり、プロダクトバックログの唯一の管理責任

者である。 
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プロダクトバックログ プロダクトに必要とされる可能性のあるすべてのものを順番に並べたリスト

からなるスクラムの成果物。プロダクトに変更を加えるための要件は、ここ

からしか発生しない。‖ 

プロダクトバックログ 

（スクラムチーム） 

プロダクトに必要とされることがわかっているすべてのものを順番に並べた

リスト。プロダクトに変更を加えるための要件は、ここからしか発生しな

い。 

プロダクトバックログボード スクラムの目に見える管理のツールで、プロジェクトの目標を可視化し、バ

ックログの先頭に移った作業項目や完了した作業項目を追跡するもの。 

変革（DevOps） ゲームを変えること。DevOps の目的は、既存の IT のゲームのルールを変え

ることではなく、IT がやっているゲームの内容を完全に変えることである。

DevOps の狙いのもとで、文化と人、プロセスとプラクティス、テクノロジ

と自動化のすべてが、完全に変革されていく。 

変革的リーダーシップ 組織文化を生成的なものに変化させ、優先順位と目標の共有を推し進めて、

DevOps をサポートするリーダーシップのスタイル。 

変更コントロール 製品およびサービスの変更の成功数を最大にするために、変更を進めること

を許可し、変更スケジュールを管理する ITIL®のプラクティス。これにより、

リスクが確実に適切に評価されるようにする。† 

保証 製品またはサービスが合意済みの要件を満たすことに対する確約。保証は、

「サービスがどのように提供されるか」であると言いかえられ、サービスが

「使用に適しているか」を判断するために使用できる。多くの場合、保証は

サービス消費者のニーズに沿ったサービスレベルに関連する。これは、正式

な合意に基づく場合や、広告メッセージやブランドイメージである場合があ

る。保証は一般的に、サービスの可用性、キャパシティ、セキュリティレベ

ル、および継続性などの領域を対象とする。定義され合意された条件がすべ

て満たされている場合、サービスは受け入れ可能であることの確約、つまり

「保証」を提供していると言える。† 

マイクロサービスアーキテク

チャ（MSA） 

1 つの機能を 1 つのサービスに関連付け、ノード間でサービスを分散させな

がら規模を拡大していくアーキテクチャ。 

ムダ リーンが特定するプロセス内のムダ。不良・手直し、過剰処理、造りすぎな

ど。 

ムラ リーンが特定するプロセス内の差異や変動。量のばらつきやプロセスの結果

の広がりなど。 

ムリ リーンが特定するプロセス内の過負荷や硬直化。需要の増減不能など。 

メトリクス  データポイント。メトリクスとは、特定の時期に測定された一連のデータポ

イントをさす。「スナップショット」とも呼ばれる。 

問題 ITIL®によれば、1つまたは複数のインシデントの原因または潜在的な原因。

† 

問題管理 インシデントの実際の原因と潜在的原因を識別し、ワークアラウンドと既知

のエラーを管理することで、インシデントの発生可能性と発生した場合の影

響を低減するITIL®のプラクティス。† 

ユーザストーリ ソフトウェアシステムの1つまたは複数の機能を非形式的な自然言語で記述

したもの。ユーザストーリは、システムのエンドユーザやユーザの視点から

書かれることが多い。 
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有用性 特定のニーズを満たすために製品またはサービスによって提供される機能。

有用性は「サービスが何を行うか」であると言いかえられ、サービスが「目

的に適しているか」を判断するために使用できる。サービスが有用性をもつ

ためには、（サービス）消費者のパフォーマンスをサポートするか、または

（サービス）消費者の制約を取り除くか、いずれかをしなければならない。

多くのサービスは、その両方を行っている。† 

リーダーシップ リーダーシップは、人のグループを動機づけて、共通の目標を達成できるよ

うに行動させる能力である。ビジネスの場では、ビジョンと戦略で作業者や

同僚を鼓舞して、組織のニーズを満たしていくことを意味する。 

リードタイム インプットからアウトプットまでの時間。インプットを受け取った時点から

開始される。 

リーン フローを重視した品質システム。顧客価値の向上、ムダの排除、継続的改善

をめざす。 

リーンカイゼン  問題を解決するための構造化されたアプローチ。フローとプロセスを段階的

に改善することを目的としたもので、組織内のあらゆる階層の人に、できる

だけ、簡単かつ迅速に実行できる小さなアイデアを探すように奨励する態度

や考え方を示す。カイゼンは、組織の日常の文化の一部であるべきだとす

る。 

リリース管理 / リリースマネ

ジメント 

新規および変更されたサービスや機能を使用できるようにする ITIL®のプラク

ティス。† 

リリースバーンダウンチャー

ト 

スクラムの目に見える管理のツールで、プロジェクト開始時の項目と、スプ

リントごとに完了した項目を示して、進捗状況を伝えるもの。 
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